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べつにめずらしいことてもなんでもtay・二とが’じつはとてもだいじ加とだ・

ぺつ【二torらしいことてもなんでもなL・二とが・けんちくの纏しのなかて・と

　　　　　　　　　　　りあげられるようになつた・

　　，　　　　　　　　　それが建藁鼓術史の成立

　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　，

　L
　1，　まえがき
　　　　　　コ職日本OEeeSU學のmaある馳として建築の按術

史的な研究方法がとりあげられている・元來額史腱

』築を薩術的創侮の作品として藝術史的な研究方法をとる

行き方健築郵史・建eeecat史）岐配されていtL・も

ちろん，それと密接な關係をもちながらも一懸濁立しte

行き方をとつていた史料學（Quellenkuncle）の精密な成

果を，坤われ畿多の先輩韻？ている・しかし建築

史の批判・解秘継の大部分が藝融的筋法によつ
ており，それなりにすく’kt・nt果があり・とくにPteeet

育における意匠的素材の提供が充分に行われてきた．

　　しか峨御藤をamとそれ醐憲す』蛇鞭の

生渤として，ここに方法me的根罐もつ建築技微が

關心の的となつてきk．建築のmgの歴史を麟作晶の

系列・してみ・・kから・瀟の銀の歴史としてみる

ことへの移行であり，建築家の問題としては，藝術家と

　しての建築家から按術者としての建築家へ，より個入的

な意識からより一ntXt的な意識への輻化力：あつithけであ

る，その磯蒲史の歴史醸く威果も少な1・・が・上述

の建築史料學の豊冨な業稜と，一般科學技術史の威果を

懸用しながら着々と獲展している．日本の建築遺薩の保

護・修理虻闘連した過去の日本建築技術の具臨的な研究

古代住居の獲掘，復原，農村佳宅の調査なども方法的に

・は建築技術史の観蜘こ立つて成果をあげ，大工技術の研

　究，中世ヨPロッパの建築工人の技衛・勢働組織の研究

　なども行われている．一方それらの力法を懸用しながら

近代建築の成立過程も廣い分野から分析されようとして

いる．また海外において蜷築を技術史的畿貼から見る

　方法が張い影響力をもつてきtLことを，いろいろなN献

から知ることができる＊．　・

　しかし建築按術史は過去の歴史（建築様式史）から相當

強い誤解をうけており，また方法論的にもいろいろの未

熟な鮎がある．こρ論文は建築技鱒史の成立の根擦と方

法について準備的な二，三の考察をしたものである。

　2，建築星の成立とその隈向　　　　　　　　　　一’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　l　現存する最古の按術轡といわれる「建築轡」（De　Archi・

tectura　Lihri　Decem，　B．C．25ごろ）で，著W“　tトル

ヴイウスは次のようにいつている．「（建築家）はまた斉

種の歴史を知つていることが必要である．そのわけは．

蓮築家はしばしば作中に多くの装飾物を意匠するが，そ

れについてなぜ（それを）作つたかを闇わんと欲する人々

に論擦を返答する義務があるからである」ωと．現在一

般に工學の一部門とされている建築學の中に歴史學（建

築史學）の短系がふくまれている事情を，古くここに見

出すことができる．ここでは建築家に純然tcる教養とし

ての歴史知識が要求されているが．時代が下つてルネッ

サソス時代，さらに近世國家の時代になると建築家には

たんに廣い歴史ではな（，建築の歴史（とくにその様式

の歴史）の知識が要求されるようになつてきk．建築で

もルネッサソスは文字通り古典復興であつて，古典建築

の様式は建築の檬武の櫨威であり，古典様式をマスター

してその檬式で建築を設計ずることが建築家の任務とな

つた．一・－i方近世図家の紳構的な絶封王制は宮廷の獅を

象懲するteめに，そのモニュメソタルな宮殿慮築の隊犬

に（もつとも適嘗なものとして）古奥檬式を採用した．こ

のような事情は，建築家に建築の知職として過去の建築

の様式一スタイ）L－t：ついての知識を要求するよう

になっだ．建築の歴史は様式の歴史として，蓮築家の實

散授はモの代衷的な二書，　Spaco・Time　and　Arc葬tecヒure・1製工り
・・ le、hsnizetion　takes　C。m皿6nd，1Sts”で技術史の観膨・ら，　E

築，人鷹生活の監達の歴典をとザあ［♪て世界的な反響をよんt’，とく‘こ前

者は最近アメリカの各大母で従來の嫌此史的e建築虫激屑書に代つ℃・寅

く別用されたしてい6ようであ◎．

！

露t；とλ陵はひTUrpin　Banni8ter．°’The　First　lran・Framed

BuildinRs，’「The　ArchiteCt”ral　Review，　Apr，1950．麺代琴築の主

嬰材料である籔の姪簗物＾の羅用の過屈を傑求したものでr近代建簾の虞

立逼程を捜術吏的な方法で鯉明し大態な丞唆を夷λ把．まにS．Gie曲｝n
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襲ド麟動ことつ礁ぐことのできなV．もの認った・フラ

鮫・∫あ確度の職が要求され噛り・まナ・年嫡行棟る

影i設計意援（C・mpetiti・n）の優勝渚はフラソメの在・一

鎌∴マ’eフラソス．一アカデ・；一’に囎斉拓ここ砧典礁

蟹㍗1につV）て籔年間修業した後・本國に招かれてヨ≡室建築師

懸ぶ鑑輪モ蝶三ζ1鍵島赫籍響
慶響型v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
鋲ぶ建韓式史の誕生の母胎とな塾と思われ多・

瓢’『　、さらに18世紀末から、19世紀初頭へかけての近東の

鞭｝＿灘（とくに判シヤの古典藝術についての）腱築の分
ウ　ィ紳

整馨墾饗難搾鰻駕饗灘響肇驚、響｝璽饗饗饗灘饗難鱗撃難灘響饗罪攣霧ξ　：

野においても．古典の偉大さへの嘆美とと喝にその様式

的な研究へ拍車をかけた．娃築の壕式もこの聞に，いわ

ゆるルネヅサソス様式から，バロック，ロココ，クラシ

ック，ローマy．などいろいろの様式の攣遷を脛過して，

・9世紀齢・はあらゆる鰍鰐用しナ・折衷主義嚇・

代にまで移つている．隊式は過去の時代のあらゆる様式

・から建築生（大部分が王侯貴族）や建築家の好みによつて

1　’1＋．壽一’・、’∫ン’ぐ’°＜生へ壷斎．劣一・　t

史，A技術史の成果＊＊を背景にして行われるようになつた
　，　　一　　　　　　　　’　r　　　　　　　　　　”　　　　　　，　．
のである．

　　しかし1930年代から擾頭したプアシズムとそれに封

抗する自由主義諸國家の國家的統制（修正資本主義的な）

は7．新建築の理想主義的な行き方に大きな抵抗となつ

tた．まtこプアシズム國家（ドイツ・イタリ”日本など）に

　　　　　　　　　　　りおける國粋圭義建築の動きは，檬式主義建築史に再び活

力を與「）之ta．　　　　　　　　・　　’

’しかし現代の建築家の實陵にとつて從來の魔式的な建

築知識があまり存在贋値のないことは明白な事實で，k

・とえば，旦較的最近アメリカで，各大學の卒業生を繋象

にした建築教育に封する與論調査（3）はこのととをよく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　P
物語つている（第1表）・ここでは彼等力轍育された大學

の建築に關する教科め鑛張・減少という形で表現さkて

いるが，卒業後遭遇した實際的問題に關蓮の多い教科の

鑛張に賛威するものが多いのにくらべて，古典的な様式

の學習はさらに減らすべきだとの意見が張しk．

　　　　　＼　　　　第　1　表

敢　　　科　　　名 禰司減嫌
　　　　操用さ纏ものになり甑の囎時代を拙しナ・，この　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構造力學　　　　　 169　　　0
　　　　ような事情の中にあつて建築家の教養の墨としての建築　　　　建築材料m　　　　　　　82　　　　　0

　　　ゴ史は，實際の目的からも，襲生の事情からもいきおい建　　　　實　　　　　習　　　　　　257　　　　0

，鷲灘響繧凝婁灘重撫莚膿　　雛耀瓢嘱　藷　’1
ノ　　　　　　　　　　　　　 製圖・設計　　 M158　　15　　　　つて，きわめて精密な建築朦式史が成立してきたのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美　術・芒f　典　檬　式　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　78

　t　　る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緩房・換氣。　　　28　　 0

　N　　　しかじ19世紀末から20世紀初頭へかけて他の藝術　　　　小住宅設計　　　　　　　23　　　　　0

t　　　分野の協力の下に勃獲した多くの新建築運動（たとえば

Tウイーソの分臓（セセシ・ソ腫動1897年・刈の　・酩・・ツハ・「輝・稜達とその融醐的考察」（E．・Ma。h．

　　　　ア’ル・ヌPヴォの運動・1900年など）は，根本的に過　　　Dic　Mechanik　in　ihrer　dargestellf・　18sa）や・BGrant：History

、去の建購式の灘とめ騰を宣乱齢しt。ff築材　欝：盤曹撒認a18讐無爵獺秘翻鷺

　　　鱒灘の裏づけ嬉よつて大きな影響を世界の灘繋騨撒罎溢膿篇。懸灘蓋灘驚
　　　　にあたえた．，労離派蓮動の指i導：者オット・ワグナ”は「あ　　　in　ihrer　Entwicklung，4Bde．・192σ～21）；G．　Sarton：Intr・ducti・tr

　　　　らゆる建築の形（フオルム）は購から生れる」といe・・　臨離雛，：纈欝識こ謝無諸霊錦
　　　進歩的な建築家は，これまでの建築家のように歴史的傳　　　・f　Scienc　t・Techn・1・9y　and　Phi1・soPhy　in　the　16th　and　17tb

　　　統の申〃・様式を鯨しよ・うとは麟額その嶋嬉　溜t濫謙、’、翻1譲騰磁勲競審朧、
t　　　造それ自身の追求め中から魅力ある形熊の生れることを　　　入つてから燈系づtl・e・・rtて、・る．技術史の分野でS　K陣rmaまsch；

　　　期待しt・・これらの圃はその鞘蟻の不徹底さ一　簿蹴釜，瓢，王e糊綴認1，d濃艦ea灘朧

：1　　檬式と分離することを主張しながら，梼造の背後に形　　　des　Eisens・1881～1903；F・M・Feldhausの著書（ドイツ技術史，1921

　　　　（フオルム）を鮪し形（フ1ルム）．・t・bt）に鞘の追求　難芒灘簾1馳；汀描二潔監畿，器熱

ケケ盤難蕩諺総灘蜀勢輩こ響窪搬論響熱撚灘1鷲1難
∵灘築史健築様式史）に大きなシ・・クをあナ・えナ…しナ・羅鑑襲藁庭駄聡野・このよう鵬が卿＊で，

　　　がつてny方e一れらの新建築蓮動に績いた近代建築の按術　　　　　　．　　　　　　　　　．

　　　的進渉性によつて・建築技術に凋する再認識が行われ，　　＿，－3・建築における墜術と技術の分化

　　　　さらにこれを系統的に技術史として考察する方法が，や　　　．建築史がルネッサソス以後，とくに近世國家において

ゴ　　骸り20世紀になつて充分に開拓されはじめtt－一般科學　　　王纏の絶封性を象徴するtcめに要求されtere築の様式主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s薪　　　∫　50　　　　　　　・　　　　　　、　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　’』
齢嵐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　’”
駕　　．．，’　，：t！．．t　、、、一ト、’　　．．．　　t、　　　，、　　　、　　　ti」
製き、，、鳶∵1’㌧∴乞・柔毒＼，・，’v二こ蕎し訊…・F／1纏澤♪；．・　，s　－“、＼蓄ン．∴7こ、㌧1∴ζ∴．c∴…“．六、r、
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「　〒ド1

　　義とその研究からはじまり，近代鼓術の褒達とともに大

　　　きな鉾疎められてき妓庫っぜ・てあ概魏断わゼ

　　＃のであるが，それはまた藝術蔓技徳の闘係の饗化とみ

　　ることもできる．・

．　　建築が藝術作晶とされ，4レかもその綜合性によつ三藝

　　術史の時代様式医分に建築鎌式の名講が用いられている

　　こと｝ちよく知られている（tcとえぱゴシヅタ・バロヅコ・

　　Vココの藝衛など）。しかし建築を薩術として考えるこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　とは，維登・彫刻などとともに比較的近代のことであつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　て，いわゆる“藝術”の意識の護生そのものが近世國家

　　｛とくにフラソス）のアカヂミーと，それに績く近代市民

　　砒會の中ではじめて行われtcのである「4㌧そhまではギ

　　　リシヤ以來のテクネ（rεXVη．按藝，技箭）の概念から掲

　　立していなかつた．テクネは手を用いる生産全睦をさす

　　のであつて，建築・糟聲・彫刻・陶藝・機織など今目藝術

　　とよばれるもの一切をふくむ生産的性略をもつものをさ

　　し，「他のあらゆるテクネの母にして乳母なり」（〃セノ

　　フォソ）といわれた農耕とともに．醐念的な一切のもの一

　　一哲學・膏樂・交藝（ボイエシス・詩作のこと）一から奴

　　隷か嬬人のたつさわる仕事として輻べつされていteもの

　　である．「人生は短かく，藝衛は永し」というヒポ汐ラテ

　　スの言葉の藻術は，技藝または技術のことであつた．ロ

　　・一マでも建築・彫刻・繕甕などは技術であつて自由人の

　　セづさわる仕事ではなかつた．この思想は中titeこも縫績

　　されていて，いわゆる七自由學科（あるいは，激養學科，

　　artes　liberales）一自由人のtcづさわるにふさわしい

　　仕事・交法學・辮謹論・修購學・幾何學・算術・天文學

　　管樂一にくらべて今日の藝術は（昔樂・舞踊・詩をb

　　ぞいて）按術と夫分化のまま輕べつさるべき仕事（artes）

　　とされていたのである．

　　　ギリシヤのテクネ，ロpマのアルテスは，ルネッサソ

　　ス時代を脛過して分化し，緒蟄を中心とする造型美蜥が

　　醗的な位置に高められ，一方今日の按術，工學とよば

　　れるものがその底に沈澱せられtL．この分化のもつとも

　　代表的なものが建築であつて，建築の造形的な面は藝術

　　（Art）として昇華し，按術的な面は，軍事技術。土木工

　　學などとともにCivil　Engineeringとして分化してしま

”　つた．この傾向を助長してもつともカがあつたのは，フ

　　ラソス王室によるいろいろのアカデミーの設立であつた

　　といわれている＊．おびただしく設立されたアカデミー

　察】935傘AceaFmie　fran；ais　l蒔人アカヂミー，いわゆδf涛デミ
　ーの原型）　　　　　　　－
　1648年Acad＆rrLie　roya聖e　de　peinteUt　et　6cu且pture（緯留E彫糞liア

、窮糞三）磁註諜鶴奮甑畠マさ錨農劉騰難解鍛・

　蛎63年Acad6mie　des　inscriptitnct　bel1es・Lettres（ズ畢7カデ
　ミー）

　エ666年Acadεmie　des　seiences‘科eアカデミー）

　｝1縫鵬、鑑：2E。謙翻5言舞嚢鵬嵩畑励，
　るの他：671年Manロfaoturごroyale　des　menblcs　de　la　couronne

　（㌣わゆるゴプラン織ユニ場も股けられ，家長工奮。織駒その佃の日用工蔭

贔の蟹作塗で王室のドに勅租Etれit．、．　　．
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　　の中で實際的な必要から藝徳と按術が分化していつたの

　　であるが，その藝術も「かかる國家的秩序の中において、

　　は，謬術は箪なる宮人的儀礎にすぎない．絶封なるもの

　　の奪嚴さを表現するために，藝衛はその個性的特質をす

　　てて至豊的秩序に從わなければならなかつた」⑤のであ

　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　このような近代藝術意識の護生の中から建築盛術の窟

　識も袋生してきたのであるがhその研究方法として他の

　　藝衛部門（とくに糟垂・彫刻など）が藝衡として全面的

　　に藝術學または美學の凋象に入りこんだのにくらべて，

　　建築は藝徳と技術とに分裂してしまつtcのである．この

　　分裂は建築の二露性として今日にまでおよび，建築史の

　　方法論を大きく藝術としての歴SULi技術的見方からの

　　歴史とに分化しているのである。しかも薩徳としての歴

　　史（建築康式史）がその獲生の事情からして，それを支配

　　してきtcことを前に考察しtc．　i方もともと建築藝術な

　　どとはおよそ縁譲い一般昆衆の建築もこめようなことが

　　らに無關係に歴史の各時代の建簗の底に，蕾々と築かれ

　　てきたことは當然であつて，それはもつとも純惇に建築

　　の技術と結びつ’V・ていた．この歴史を理解するためには

　　建築を藝術様式の歴史としてみる見方は，全然意昧をな・

　　さない．それは建築の技術と，さらにひろい就曾，輕濟

　　生産の歴史的饗化の中からはじめて正確に理解すること

　　ができるのである．

’

噌

　　　　　　　　　　　　　　　F
　第1圓七自由學科・の寓意畳填818年の本から）

　　申央に哲雛≦その朗は倫理學・論理學・物理學からなる）が

　　あり，その胸から七自申畢糾が殿些している．哲雛の足下に

　　はソクラテスとプラトンがいる，上から右A，交法酷，鱒
　　學，掛讃學，昔樂，算噺，幾何學，天女畢が配置されていδ．

　　園の下には四人の詩人t：いる．

4，’建築¢捜術の匪臭

、よく知られている＊う『に交化史の上では，人閲の歴史

を分けて石器時代・青銅時代・鐵時代としている．これ

は人閥の用いる道具（あるいは武器）を造る材料による時

ト　　　　　　！
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．をそレ）道具（さら

に機械幽装置などti”　・

の欄手段縣一猿

の生活ないし文化

に樹する技術の重
　　　　　　　　　Sdt
要さを痛感してい一t

るが，技衛によつ

て何物かを生痙す　ヤ

るに｝t人間の鋤

にまノこなければな
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幽←第3圏　A．E，　G．タービ

　ン工場1905年ドィッ）

葉4圖　 9ライスラー　→
　　　自動車工揚
　　　（1938脅…ナメリカ）

㌧工場冠築ぱぞの徹匠し仁澱能性の

ために撞式の介入す6齢，地はない．

しかも近代瞳築象がもつとも情無を

かにむけ6封蝕の一つでゐり，やれ

われはそこにあ己笑しさを画じ6．

工場の設謙はZジ辛スであ6とAλ

いう建築家もある．

　　　　　　　　　　　第2園　水品宮の建設（1851

　　　　　　　　　　　　　　年・ンドン嬉）

　　　　　　　　　　　鐵とガラaの延物はこれまでの建築家の

　　　　　　　　　　　常識を完奄に打ち被つt二・設計港は鍾簗

　　　　　　　　　　　家ではなく温室屋だといわれてい6曾

　らない．この鋤（生fipm，）は歴史P各時代を通じて常

　に被麦配階級によつて行われており，古來人聞の歴史と

　いうものは生薩搬當者ρ歴史であつた．それ｝よ生産婿當

　渚がtLんに人民の大部分を責めていtcという量的な醐係

　からだけでなく，人間の歴史の基礎となる生産の搬い手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　であつたという質的な關係において一暦そうであつた．

　　　しかし歴史の一切が生産に依存すると考えるのは一面

　的であり，まして按術がその一切を決するというのに，

　はなはだしい偏見である．事實從來の歴皮は政治の歴史

　であり，生産の据當者でない上層階級の歴史であつtc．

　だが考えてみると，從來の歴史にもその根源をなす生連

　婚當者の歴史が辮讃法的な饗立關係において潜在してい

．　るのである．歴史の各時代における政治→経濟→生産→

　撒とつながる髄は，本當瞳治rSPt＃生臨叢衛
　　となつているもので，全畿としてまttその個々の蓮鎖に

　　おいて方向のたがいに反封な二重の囎係をもち，その作

　　用は簾法的雄随作用をもつている・その關係は灘

　　で政治｝も経濟，生産ないし技術に依存しなからも逆に

　　それらを規定している．新しい按徳，新しい生産方式は

　　新しい時代を創るが，また新しい時代は新しい按衡をよ

　　ぶのである．羅針盤や火藁印刷技術の螢明は資本主義

　　囎難の原因となつナ・が・新い・資本主義WSUの灘

　　がほとんど一切の近代科畢・技術を威立させている．以

．　　52　　　　　　　　　　　　　　・
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，」 @　　・

上を整瑠すれば，歴史の中には下部構造と上部携珠とp

辮鐙法的な封立があり，それはまte政治・経濟・生謹・

按術の相互關係としても表現されるということになる．

　このような歴史關係は建築の中においても考えられ

る．生産物（PrQdukts）としての建築の歴史は，按術と

それを騙使する穿鋤主蓬としての入聞の生塵活動の歴史

であるが，それはまたその時代の政治，脛濟の形によつ

て規定されている．蓮に建築の生産・技術はそれだけで

は，政治や細濟を規定するほどの犬毒な力をもたないか

もしれないが，その融會の生謹・技術とほぼ相似の關係

lCある（現代の建築生謹・技術は，現代の生蓬・妓術全

燈の一分野として「現代」を表現している）．したがつて

政治・脛濟を規定し規定される關係を建築自睦の内部に．

もつている．建築の種類・量・質・形態がそ琴）砒會の政

治や経濟の姿を適確に反映するものとすれば，建築の生

塵や技衡は，その壮曾の生産・技徳の歴史的な段階を表

現している．しかも建築そのものは，一般の歴史と同際

に，達築を藝術としてその形態意匠の様式的な見方をす

る歴史（これを建築の上部欝造の歴史ということができ

　る）と，生塵や技術の歴史とみる見方（これを下部祷造

　の歴史ということができる）の二つをもち，それらがま

ノ曜法的な醤立をしているのである．

　　從來のPt築の歴史が，前に述べた歴史全饅の傾向と同

檬に，建築全盤の問題としては上部構造に隔する部分の

歴史であつセことは否定できない・國王の墳墓・宮殿・

寺院，貴族の大邸宅，銀行，劇場なξの建築の歴史が・

　その藝徳的贋低憐式の饗化．量的・質的障大さなどに

’ついて轡きつづられてきた．反面，建築の生産・技術の・1・・

　歴史，すなわち建築の下部構造を形威するものの歴史は

　あまり省みられなかつtc．一例をあげれば，中世ゴシッ

クの寺院建築についそi±、その藝衛的mma　waの問題

　など1こついての歴典書は實に多いが，その建設に動員さ

　れtr努働組鵬捲造方法，建築用具，経濟的貯題などを，

綜合的にあつかつ健築隊書にきわめて地で・齢

的な責料eの他から急速に瞳系づけることがepまれてい

　ることなどがある．
　　ヒのようなことから腱築技avmth：今知蓮築蝉の

　方法論として期待される鮎が多いとstう・しかしそれ

曽は從來の建築史（建築嫌式史）と無關係ILは威立しえ准

　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　←第5圓　集合仁ヒ宅

（第1ta大験後・才ランダ）

　第6圖　最近の佳宅→

　　　（アメリカ）

　富殿冠築から，楽合佳宅へ近代翌

築奴の努力は近代技惰の成果をtづ

さえて民衆の課題に向けられるよう

になった．盛肝にまで建築象の惰熱

がそモがれる．まに住いの映適さが，

科曝と技漿の上にすぐれナニ塵築家に

キつて韓成されるようtrtつtt・

いのはもちろんであつて，一般の歴史において下部構造

の歴史が上部構造の歴史と辮謹法的な封立にあり，それ

と無關係に成立しえないことと同じである．ただ下部欝

造の歴史がこの新しい時代の歴史醗を代表させつつ，新

しい歴史として人々の要墓にこたえるため轡き表わされ

ているように，建築技術史も過去の様式史とのあまりに

大きな空白を埋めるぺく期待されているのである．これ

が達成されてはじめて建築の全薩的な歴史が宅成するこ

とになろう．現にこの方向にそつて多くのすぐれtcnt果

が饗表されている＊．

　しかも現代の建築家にとつて，當面の事情は建築をよ

り技術的に，より生産的に把握することが實陵の第一條

件になつている．世界的な佳宅問題や，績々登場する新

しい建築技術の課題（新材料の獲蓬・新欝造理論・新し

・い建築設OS　・人聞の生理的，精紳的分析の科學の進歩が

ら建築に要求される課題など）など，建築が藝術と按術

に分化して以來の革命的な薙築観の鍵革が，ひろく大衆

　　　　　　　　　　　　fの中からも建築家に翼望されている．また現代按術は，

現代文明（機械文明ともよばれている）の原動力として

われわれの藝術魏・美意識さえも塑化させようとしてい

る．。「これはむしろ按術の，藝術へのある復讐といえな

・いであろうか，われわれはあのテクネ以來の技術のあた

えられた歴史的蓮命を，酪術との闘係においてたどつて

きたときに，この復讐という饒念を想起せざるをえな
い」6）といつた人の言葉が費感をもつてせまつてくち．

「これまで工學と科學との間のギヤップがせばめられて

きtcように，これからはエ學と建榮との聞のギヤップが

せまくなつてゆくであろう」7♪という君葉の工學と建築

　Sその一例をあゆれ陰（最近の日本）

　闇野　　克「日本大工妓術の腰達史」蒔墾簗確誌No．733

　．”　　「登呂遺陵と建簗史の反省」・　”　Ko．735　　°

　　nt　瞭呂遣mの住NttN考」・考古繊V。1，34，　No，1ゴ
停｝藤廓爾「耐柵年囲埋論序晩」・PLBN　No．2

　出木學冶［近代描造妓脩の戊立逼程について」・建築學會研究報告

Ne．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

伊藤駄鰯「木割につ、・ての考察」　　　　tt　　N。．4
　杢田博太鰯「上代の管糟言制」　　　　　　　　　　ρ　　　　No，6

　田邊．渡通「捧会t：kけa建築生産騙係と工叢人口につ、、て」n　No．8

徳永勇碓「日木に鮒礎築醸斌化の融的超剰・建撫賜究
No．2

飯田蜘郎沖世7ランスの璽紅組創・　　・　　N。．4

とは，建築の内部についていえぱ，技衛と墜術とに解さ

れるべきであろう．

5．　あとがき

　　以上概念的であつたが量築技術史の方法論の一つとし

　て，その成立の根櫨になるようなことがらについて考え

　てみtc．

　　第一に，・レネ・サソスから近世の陶こ，建築家の實蹟

　活動のパPt　一ソとして過夫の建築朦式の歴史が醗生しノ乙

　が，近代建築は基本的に過去の建築礒築からの絶縁をそ

　の翌ットーとしているために，それに代る新しい建築の

　歴史が建築の生産・按術の中からもとめられるようにな

　つてきたこと．

　　第二にβ建築を藝辮とみる意識は他の藝術と同様に，

　比較的近代において蹄から分化しttものである．この

　ころから護生した建築の歴史が藝術の意識を過度にもち

　すぎ，それだけでは建築の歴史的飛展を充分に理解でき

“ないこと．

　　第三に，，般の歴爽がもつ性格を建築の歴史ももちて

　いる．したがつて一般の歴史の申で行われている史繭の

璽化（上部携造の歴史から下部欝造の歴史へ）にともなつ

て，建築の歴史も下部講鐙の歴史（建築按術史で代表さ

れる）の充實が望まれるようになつtc．律築技術史の方

法論的な根懐もここにあり，すでにすぐれた成果があげ

　られはじめている．

　　このようなことがらに要約できるとおもう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19i工．11．26）

　　　　、　　　　交　　　　献
　（1）　ヴイトルヴイウス，建鱒嘗，簸1書P．8，森田慶一謬

　（2）Pa憾㎞，「過去におけ6建離育一フラ♪x－」．Proeeedlng－．＿

　　　th巴First　lntenlationel　Congtess　On　Areliitfct”ral
　　　EdUCttion，　R【．B：A．　Londop，1924，河合灘

　（3）ASurvey　of　the　Status　of　Reoent　ArchiteetUral
　　　GradUEtes．　AT℃hitectural　Recerdp　Mar．1940

　（4）　保田興窟郎「批評の闇題」思想（昭浄7）
　（昼）　板岨慶穗　「鰭聲セ横と彊術織制」，　思想　r昭8　2）

　（6）椙川客喜，現代技術諭，P．271

　（7）RW母dlln窪err　To　r．Orrew，s　Structurel　Theery，　Archi－

　　　tεckel　Foru叫A㎎．1田9

「

、

55

1

舅

茎


